
平成27年の宮城労働局管内の労働災害発生状況 

転倒災害の63%が骨折!! 
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設備管理面の対策 

[４Ｓ(整理･整頓･清掃･清潔)] 

・廊下等に物を放置しない。 

・床面の水、油等を取り除く。 

・床面の凹凸,段差を解消する。 

 

転倒しにくい作業の対策 

・足下が見える作業方法をとる。 

・余裕をもって行動する。 

・滑りやすい場所では小さな歩 

 幅で歩行する。 

 

その他の対策 

・作業に適した靴を着用 

 する。 

・転倒危険場所にステッ 

 カー等で注意喚起する。 
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［転倒災害の休業日数］ ［転倒災害の傷病性質］ 

合計473件 合計473件 

合計2,282件 

［全産業の事故の型別］ 
［転倒のうち業種別］ 

転倒災害の56%が 

１月以上の休業を伴う!! 

STOP！転倒災害 
あせらない、急ぐ時ほど、落ち着いて 

宮城労働局 各労働基準監督署  

転倒災害の割合 

が最も多い!! 



階段からの転落に 
ご注意ください。 

年月 業種 
性
別 

年齢 災害の概要 

H28年 
   2月 

保険業 
男
性 

50歳代 
 上階の戸締まりを終え、ビルの内部階段を降りる際、
足を踏み外し階下の床面に転落し、頭部を強打して死亡
した。 

H28年 
   5月 

ビルメンテ
ナンス業 

女
性 

50歳代 
 階段を上がり、部屋に入室しようとした際、階段から
下の踊り場に転落し、後頭部を強打して死亡した。 

 本年、宮城労働局管内で、事務所等屋内の階段において踏み外し等により転落し、
死亡する労働災害が２件発生しています。 
 階段からの転落は通常の転倒より衝撃の強度が増し、災害の重篤度が高まりますの
で、特に設備の面を中心に以下の対策をお願いします。 
  

（H28.5） 宮城労働局 各労働基準監督署  

死亡災害が発生しています!! 

【階段からの転落の防止対策例】 

階段に手すりを
設置し、使用す
る。 

滑り止めを設置
する。(色も変え
る。) 

明るさ（照度）
を確保する。 

階段に物を放
置しない。 

荷物を持つと
視野を遮り、
危ない！ 

踵の高い靴
は危ない！ 

〔その他の対策〕 
・階段では走らない。 
・階段、踊り場及びその付近でバラン 
 スを崩すような動作をしない。 
・ステッカー等で注意喚起する。 
 
 

階段の水滴・
油の付着を放
置しない。 


